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◆ 忘年会を開催しました ◆

　新年明けましておめでとうございます。旧年中は格別のご厚情を賜り、厚く御礼を申し上げます。本年もスタッフ一同、皆様に素晴らしい試合を

お見せできるよう、また、練習生におかれましても、快適な環境を提供できるよう努めてまいりますので、何とぞ昨年同様のご愛顧を賜りますよう

、お願い申し上げます。皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈りいたします。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　渡久地聡美

１月３０日 小宮山 玲雄プロ 2戦目もＫＯ！

【試合の予定】
◆トクホンダッシュエアロ第８８弾　２０１２年３月１９日 ( 月 )　後楽園ホール◆

メインイベント　スーパーバンタム級８回戦　（55.3kg）　　　　

中村 幸裕 　VS　瀬藤 幹人（協栄）32 歳　戦績：42 戦 31 勝 (16KO) 9 敗 2 分　元同級暫定王者　

ランキングを賭けた大事な一戦！チケットをお求めの方は当ジムまで。皆様の応援が勝利を導きますので、ぜひ会場までお越しください !!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MG　田中　圭

２０１２年１月３０日、後楽園でフレッシュボーイ（オール４回戦）が行われ、小宮山

玲雄が９試合目で出場した。前回のデビュー戦は武道館で亀田の前座に出場し、２Ｒで

ＴＫＯ勝ちを収めた。初の後楽園ホールでの試合はハートの強い選手でも緊張するとい

う独特の雰囲気があるにもかかわらず、緊張した表情は一切見せなかった。試合前の車

中でも 『スポーツではあまり緊張したことが無い。』 と言っていたのだから、本当に図太

い男だ。玲雄も中村と同じサラリーマンボクサーで、外見は生真面目に見えるが、意外

性な冗談を言うところや、忘年会のカラオケで先頭を切ってウルフルズのバンザイを熱

唱してしまう、なかなか個性の強

い男だ。そんな玲雄のファイトス

タイルはドが付くほどのファイタ

ー型で、もともと持っている筋肉

質な体から思い切り振り廻すパン

チを喰らってしまえばひとたまり

もない。当たれば倒れる。しかし

当たらないと意味が無いという事

２０１１年１２月１７日にジム近郊にて

、毎年恒例の忘年会を開催しました。プ

ロと一般の練習生との深い交流を図るこ

とができました。プロ選手は熱い目標を

掲げ、２０１２年度は全勝を誓いました。

今回ご出席になられなかった方も新年会

を予定しておりますので是非ご参加くだ

さい。

で、山岸トレーナーが必至にサイドの動きを教え込んできたが、なかなか思うようにいかなか

った。相手の吉田選手も過去の２勝を１ＲでＫＯ勝ちしている強打者であり、どちらが先にパ

ンチを当てるかが勝負となる事は誰もが予想ができた。前の試合が１Ｒで終り、一息つく間も

なくリングイン。控室でとてもリラックスしていた玲雄の目が一気に鋭くなった。ゴングが鳴

るとともに打ち合いにでた。吉田選手は左のリードジャブや足を使って距離を取るが、玲雄の

突進力と気持ちが勝ったのか、右のクロス気味のストレートが吉田選手の顎をヒットし、ダウ

ンを奪った。玲雄の応援団が大歓声を送る中、なんとか立ち上がった吉田選手。ここで少し焦

った玲雄はカウンターを貰ってしまいスリップ気味でダウンした。直ぐに立上り、また打ち合

いになりそうな所で、玲雄の左ストレートが後退する吉田選手に直撃し、２度目のダウンを奪

ったところで試合終了。粗い試合運びだったが、見事にＫＯで勝利し、ジムに今年初の白星を

挙げてくれた。課題は山積みだが、今年の新人王戦に立川と共にエントリーする事となった。


